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教育用計算機システムの利用案内

1 . 教育用計算機システムの利用について

・授業で教室を利用する

豊中教育研究棟、吹田教育実習棟の各教室を本学各部局の授業のために利用することができま

す。教室利用申請書はサイバーメディアセンターのホームページ＊からダウンロードしてお使い願

います。

・教育・研究で利用する

サイバーメディアセンターで行われる授業の利用に支障のない範囲内において、教官その他の

方が教育・研究のために教室を利用する場合、センター長が適当と認めた場合には利用できます。

・学生個人の利用

中教育研究棟、吹田教育実習棟の各教室を利用した授業を受講していない学生でも本学の学

生であれば、利用することができます。学部生は入学時に全員利用登録していますが、大学院生、

研究生、聴講生及び修了年限を経過した学部生は豊中教育研究棟、吹田教育実習棟事務室窓口で

申請手続きをして下さい。（要学生証）

2. 開館時間

教育研究棟

（月～金）午前 8時50分～午後 5時

中教育実習棟

（月～金）授業開講期間中：午前 8時50分～午後 11時

休講期間中：休 館

（土） 午前 10時～午後 6時

吹田教育実習棟

（月～金）授業開講期間中：午前 8時 50分～午後 10時

休講期間中：午前 8時 50分～午後 5時

・事務室窓口受付時間 ：午前 8時 50分～午前 11時45分

：午後 12時45分～午後 5時

休館等の詳しい日程は館内の掲示板やホームページでお知らせします。

情報教育システム (http://www.ecs.cmc.osaka-u.ac.jp/index2.htn1l)

CALLシステム (http://www.cmc.osaka-u.ac.jp/j/ call) 
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2004年度第1学期情報教育教室使用計画表

写 月 火 水 木 金

又字邸 1年
1 惜報油用某碑

第 医（医）・歯 1年 文学部 1年 理・化学科 3年
2 柑料甜沼壬田其科杏 柑目報瓶阻其碑 イヤ学プログラミング

第 医（医）・歯 1年 文学部 1年

1 3 柑且屯1壬甲其；；怯 柑料甜夕壬田茸碑

時
第 医（医）・歯 1年 文学部 1年
4 情報紐用某碑 情報ぽ用某碑

限 第
5 

惜

セ

吹
田

第 埋・ー" 今-. - . j午 埋．巫-,Tl T 

1 揺組9壬甲某砧§ 牛勅り＇情報和斗告全 イヤ学丁学海苦m 応用誤r碑学7

第 人間科学部 1年 基・電子システム 2年
2 情報活用某碑 コンビュータ某砕演習

第 人間科学部 1年 法学部 1年 基•生物 2年

2 3 情報紐甲某碑 情報沃用某碑 コンピュータ工学基砕演習

時
第 法学部 1年
4 ・油胡訪壬田其計有

限 ft弟~ 法学部 1年
5 ・情報i壬用其科杏

惜

セ

吹 人間科学部 3年
田 T T 

第 基・常子物理・化学応用 1年 83基・危子物理・化学応用 ］年 エ・電情エネ 1年
1 情報活用基礎 情報活用基礎（補講） 情報活用基礎c
第 基・電子物理 1年 基・シスナム・機械2年 エ・電情エネ 1年
2 情報活用某碑 情報柚械学 情報活用基礎c
ff弟~ 基・情報科学 ］年 基・システム・機械 2年 基・情報科学 1年 エ・電情エネ 1年

3 3 プログラミングA 情報機械学 プログラミングA 情報活用基礎c
時 第 基・情報科学 1年 法学部 基・情報科学 1年 エ・電情エネ 1年

限 4 フログラミングA 法政計墓論 I プログラミングA 情報活用基礎c
第 基・化学応用 1年 基・化学工学 2年
5 情報箔用某碑 コン I::ューク・プログラミングA

惜

セ

吹 エ・地球船舶 2年 エ・電情エネ 3年 歯科技工士学校 2年
田

雷情エ医ネ・保T学健 l平
1 ‘‘ 

弟 年う子— PP J午 L・1、し,m口、{,ヽ lヰニ 基・ ・エレ ↓ヰ 1年
1 情報罪用其碑 惜報沃用某碑A エレクトロークス演習A 柑弓胡訪壬甲耳H食 柑f蒋好壬用其コ湘
~弟~ 理学部 1年 エ・応用目然 1年 I (第I) 医・保健 1年

情薬学報部罪用某1碑年2 情報油用某碑 情報活用某碑A 4'21・5'26・6 30・7121 情報油用某碑

第 理学部 1年 エ・応用自然 1年 医・保健 1年

4 3 柑和卑1壬田耳碑 情報活用某礎A 、情報汽壬用其昧§

時
第 エ・応用目然 1年 5!12・5Cl9理学部 2年
4 情報泊用某碑A 白妖科学宰騎2

限 第 理学部 1年 基・シスナム・機械2年 医・保健 1年 理・数学科 2年
5 怜f卦訪壬用韮；科含 ＇隣報は国学 柑締酎壬甲其碑 宰騎数学1
惜

且l第1

エ・電情エネ 2年 エ・電肯エネ 3年 歯科技工士学校 2年
TT 雷情ェネT学車阻宝醗1

l午 / - -,- l平
1 、'習報沼汀平l Tf+ 

第 基・情報科学 1年 年・シスナム科学 1年
2 ,t者蒋討壬田其碑 柑手表!H壬田茸こ店往

第 基・シスナム科学 1年

5 3 情報罪用某碑

時
第 情報社会の諸問題
4 （某甜桔ヤミナー）

限 ~弟~ 科学であそぼ(5)(6)
5 （其頃怯ヤミナ・＼

惜 メカトロニクス入門

セ （某碑．セミナー）

吹 ↑ 7i20・ 7,16歯科技工士学校2年
田 7127・g:3 柑料甜柑几哩栄

授業時間 1時限 8:50~]0:20 2時限10:30~12:00 3時限13:00~14:30 4時限14:40~16:10 5時限16:20~17:50

豊中教育研究棟端末数 第1教室67台、第2教室83台、第3教室67台、第4教室46台、第5敦室71台、情報教育セミナー室21台

吹田教育実習棟49台
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2004年度第2学期情報教育教室使用計画表

月 火 水 木 金

1 

第
2 

第

1 3 

時 第4 

限第

5 

惜
セ

吹
田

斗学 2年 基.1じ字応用・ 1じ工3平
1 機械工学演習2 プロセス工学B
第 基・機械科学 ↓平 基・化工2年・合成3年 情報探索入門
2 柑柚丁学海翌？ コンピュータ・プログラミングB （情報り几祖苓帝科曰＼
第

2 3 

時第
4 

限第 理・数学科 2年
5 牢縣噂学？
惜
セ

吹 人間科学部 2年
田 揺慈砂几理津羽 I

"ヽ 『' I'ヰ 理・化字科 2年
1 清報科学其碑 ｛ヤ学プロゲラミング
第 人間科学部 1年 基・電子システム 2年
2 ふ碑学測宇 コンヤゴーダ「学涸苦
第 法学部 2年 計算機シミュレーショ

3 3 辻砂惜報処理 ン （情報処理敦育

時第4 
法学部 2年
沖砂憐報処理

限第

5 
惜
セ

吹 エ・電情工不 4年
田

第 l千 ー 1,— 
1 プログラミングR プログラミングB
第 人間科学部 1年 法学部 2年 情報社会と倫理 基・システム科学 1年
2 心理学測定 法情報学 （情報処理教育科目） 情報処理演習

第 基・情報科学 1年 基・情報科学 1年 基・システム科学 1年
4 3 プログラミングB フログラミングB 情報処理演習

時 理• 生物学科 2年

限
牛勅nイヤ＇差： A

基・合成化学 2年 基・システム科学 1年
惜報h几甘且入 p~ 柑討甜1/几在且沼i平，！

人文地理学セミナー
（其ボ桔ヤミナー＼

堪
エ・電情エネ 4年

p,,. 

”弟’ 

2 

第

5 3 

時
第
4 

限 第
5 

惜 lTNIXプログフミング
セ （其碑ヤミ十一）
吹
田

授業時間 1時限 8:50~10:202時限10:30~12:00 3時限13:00~]4:304時限14:40~16:10 5時限16:20~17:50 
豊中教育研究棟端末数 第1教室67台、第2教室83台、第3教室67台、第4教室46台、第5教室71台、情報教育セミナー室21台
吹田教育実習棟49台
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2004年度第1学期CALL教室使用計画表

時 教
月 火 水 木 金

限 室

.日' 文法経 2年 医歯薬 1年 医歯薬 1年 工 l牛 涅 2年
英語510Al 英語450A ドイツ語120A 英語420A 英語510Al

小口 田畑 岩居 田畑 仙葉

,.弟,.. 理 1年 医歯薬 l年 基 2年 エ1年 • 基 2年

1 2 
フランス語120A 英語440A 英語520A2 英語420A 英語540Al

限
岩根 グールド 緒方 ジェリーヨコタ村上 グールド

目 ,.弟,.. 医歯薬 1年 基 2年 エ1年

3 英語410A 英語520A2 英語420A
森 山田 越智

セ
医歯薬 1年 基 1年

ミ 英語430A ドイツ語110A
田中 細谷

弟ヽt 基 1年 エ1年 医四 2年 人文 1年 理 1年
英語410A 英語410A 英語510A2 フランス語llOA 英語410A

1 
里内 田畑 小口 岩根 渡部（慄）

弟ヽ,,. 医歯薬 1年 エ1年 医歯 2年 基 1年 エ1年

2 2 
英語420A 英語450A 英語510A2 英語420A 英語420A

限
グールド 緒方 緒方 ジェリーヨコタ村上 ボイド

目 ,..弟,. 医歯薬 1年 法経 2年 医歯 2年 法経 1年 医歯薬 l年

3 
英語420A ドイツ語310Al 英語530A フランス語120A フランス語1IOA 

日野 山下 仙葉 北村 井元

セ
留学生 留学生 7/1•8•15•22•29 留学生

ミ
英語補講 .1P3 10・.1P410 日本語485A

池仔l 西村 華伯祁5

,.,.. 弟 理 2年 区困翠ム千 医歯 1年 埋 2年

1 
英語550A ドイツ語320A2 英語510Al 英語515A

木原 フェーゲル 田畑 田畑

ん弟,.. 工 1年 人 2年 医歯薬 2年 人 1年 人文法経 1年

3 2 
英語440A フランス語335A フランス語320A 英語450A 英語420A

限
グールド 北村 北村 里内 ボイド

目 ,.芽,.. 理 2年 人文 2年 医歯薬 2年 人 1年 人文法経 1年

3 英語510Al 英語535A ドイツ語320A2 英語410A 英語420A
日野 渡部（慄） 力武 森 グールド

セ
ミ

,,.弟~ 医歯薬 2年 人 2年 文法経 2年
ドイツ語310Al 英語510Al 英語510A2

1 
細谷 森 渡部（慄）

ロ弟← ・・'" 
文法経 1年 人 2年 文法経 2年

4 2 
英語440A 英語510Al 英語5!0A2

限
グールド 緒方 森

目 :弟.,. 文法経 1年 人 2年 文法経 2年

3 
英語410A 英語510Al 英語520A2

日野 渡部（慄） グールド

セ
5/17 文法経 2年

ミ 英語430A 英語530A
越智 木原

、弟,.. 全学部 全学部

1 
ドイツ語445A 科学であそぼ(7)
フェーゲル 山中

．芽←．．←・ 理 4年 全学部3•4年

5 2 
生物学演習E(化学英語） 英語630A

限
野口 森

目 ,., 弟守
全学部1~4年

3 
英検対策

木原

セ
全学部

ミ
植物を知り、植物に学ぶ

福井

6 ,. 弟ヤ 全学部
限

1 
科学であそぼ(7)

目 山中

授 茎H寺間 1時限 8:50~10:202時限10:30~12:00 3時限13:00~14:30 4時限14:40~16:10 5時限16:20~17:50
豊中教育研究棟端末数 CALL第1教室100台、 CALL第2教室65台、 CALL第3教室65台、マルチメディアセミナー室30台
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2004年度第1学期CALL教室一時使用計画表

時 教
月 火

限 室
水 木 金

第
1 

第
816集中講義

1 2 科学英語

限
野口

目第
3 

セ
ミ

第
1 

第
8/6集中講義

2 2 
科学英語

限
野口

目 第
3 

セ
ミ

第
8110人口からみた

1 
移行期における地域変化の構造

川口

第
84集中講義 815集中講義

3 2 
科学英語 科学英語

限
野口 野口

目 第
3 

セ
7116基礎工

ミ I PTA見学会

第
810人口からみた

1 
移行期における地域変化の構造

川口

第
814集中講義 815集中講義

4 2 
科学英語 科学英語

限
野口 野口

目 第
3 

セ
ミ

第
1 

第
814集中講義 815集中講義

5 2 
科学英語 科学英語

限
野口 野口

目 第
3 

セ
ミ

授業時間 1時限 8:50~I 0:20 2時限10:30~12:003時限13:00~14:30 4時限14:40~16:IO 5時限16:20~17:50
豊中教育研究棟端末数 CALL第1教室100台、 CALL第2教室65台、 CALL第3教室65台、マルチメディアセミナー室30台
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2004年度第2学期CALL教室使用計画表

時 教
月 火 水 木 金

限 室

第
文法経 2年 医歯薬 1年 理 1年
英語510Bl ドイツ語120B 英語420B

1 
小口 岩居 広瀬

第
理 1年 医歯薬 1年 基 2年 工 1年 基 2年

フランス語120B 英語450B 英語520B2 英語420B 英語510B1
1 2 

岩根 田畑 緒方 森 木フ木
限

医歯薬 1年 基 2年 工 1年
目 応弟

英語430B 英語520B2 英語420B
3 

緒方 山田 沖田

セ
基 l年 法経 2年

ミ
ドイツ語llOB ドイツ語310B2

細谷 細谷

ん弟た 基 1年 人文 1年 工 1年
英語410B フランス語110B 英語420B

1 
里内 岩根 仙葉

,..弟,.. 医歯薬 1年 工 1年 基 1年 理 1年

2 2 
英語420B 英語450B 英語420B 英語410B

限
ボイド 渡部（僕） ボイド 田畑

目 ん弟,.. 医歯楽 1年 工 1年 法経 1年 医歯楽 1年
英語420B 英語410B フランス語120B フランス語120B

3 
日野 緒方 北村 井元

セ
留学生 工 1年 留学生

ミ
英語補講 英語430B 留学生対象予備教育（英語）

池田 田中 池田

,.弟,.. 理 2年 人文法経 1年
英語520B 英語420B

1 
越智 山田

,..弟,.. 理 2年 人文法経 1年

3 2 
英語540Bl 英語420B

限
グールド ボイド

目 第
理 2年 人 1年 人文法経 1年
英語550B 英語410B 英語420B

3 
日野 緒方 グールド

セ
工 1年 理 2年

ミ
英語430B 英語535B

太同 FR、till

ん弟,. 文法経 2年

1 
英語510B2

仙葉

第
文法経 1年 人文 1年 文法経 2年

4 2 
英語440B 英語435B 英語510B2

限
グールド 渡部（異） 広瀬

目 ,..弟,.. 文法経 1年 人文 1年 文法経 2年
英語410B 英語445B 英語540B

3 
日野 グールド グールド

セ
ミ

ん弟ん 全学部 全学部2~4年
ドイツ語445B 英検対策

1 
フェーゲル 仙葉

,.弟,.. 

5 2 
限

全学部
目 第

英語BTC-B
3 

グールド

セ
ミ

埠幸n去 1、日 1A去町1 Q.<;f¥~ 1 f¥."Jf¥ "JH王：R目1(l.'2f¥~ 1 "J ・ f\f\'2H去 R目 1'2•f\f\~1A,'2f\ AH;!; 叶0日 lA•Af\~1?.・1{¥ ベn王ボ目l?.・'"lf¥~17-,(¥

中教育研究棟端末数 CALL第 1教室100台、 CALL第2教室65台、 CALL第3教室65台、マルチメディアセミナー室31
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情報教育システム分散配置端末部局別責任者名簿

部 局 名 炉呂 理責任 者 運 用 責 任 者 設 置 場 所

人間科学部 助教授狩野裕 助 手宮本友介 本館 l階計算機室

（内線 8052) （内線 8053)

法 学 部 教授 二成賢次 助教授養老真 4階 コンピュータ

（内線 5165) （内線 5175)

理 呂子— 部 教授松村昭孝 助教授永友清和 B棟 4階 430号室

（内線 5319) （内線 5308) B棟 2階 220号室

c棟 3階情報処理室

医 晏ナ 部 教授 田村進一 助教授 女プ又 講義棟L階学生端末室

（医学科） （内線 3560) （内線 3171) 医学部病棟Bl階教育訓練室

医 学 部 助教授 石蔵 ：信 助教授 石 蔵 文 信 2階看護学セミナー室

（保健学科） （内線 2569) （内線 2569)

歯 晏•ォー 部 助教授 玉川裕夫 助教授 玉川裕夫 c棟 3階図書室

（内線 2350) （内線 2350)

薬 呂子— 部 教授 那須正夫 助 手 山口進康 本館2階 217号室

（内線 8170) （内線 8172)

工 学 部 教授横山正明 助教授 戸出英樹 機械系 A棟 3階 325号室

（内線 7932) （内線 7801)

総合研究棟 GSEコモン 2階

情報系実習

基礎工学部 教授 宮崎文夫 助 伊達進 B棟 l階 105号室

（内線 6205) （内線 6586)

大学教育実践 教授 弘樹 教授 弘樹 イ号館 2階計算機室
セ ン 夕 （内線 6959) （内線 6959)

サイバーメディアセンター サイバーメディアセンター A棟 2階 コミュニケーション
マルチメディア教育 マルチメディア教育

スペース
システム運用管理掛 システム運用管理掛

（内線 6806、7952) （内線 6806、7952)

留学生 ンター 教授 西口光一 助教授 大谷晋也 留学生センター2階

（内線 7109) （内線 7109) 留学生交流情報室

附属図書館 事務部長 サイバーメディアセンター 本館B棟 4階
マルチメディア教育 吹田分館新館 l階
システム運用管理掛 生命科学分館2階
（内線 6806、7952)

分散端末は、各部局によって管理されています。端末室の利用方法・開室時間・紙やトナー

などの消耗品の補給等については、各分散端末の管理責任者または運用責任者にお問い合わせ下

さし＼

機器の故障についてはサイバーメディアセンター・マルチメディア教育システム運用管理掛

（豊中地区：内線 6806、吹田地区：内線 7952)へお知らせ下さい。
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SA (Student Advisor)名簿

氏名 所属 年

阿部 健 治 基礎工学部システム科学科 4 

竹村 亮 介 基礎工学部システム科学科 4 

孫田 康 雄 基礎工学部システム科学科 4 

Nguyen Viet Nguyen 基礎工学部電子物理科学科 4 

稗田 拓 路 基礎工学部情報科学科 4 

佐々木優介 基礎工学部システム科学科 2 

初田 和 泉 基礎工学部システム科学科 2 

脇安秀喜 基礎工学部システム科学科 2 

大村勇樹 基礎工学部電子物理科学科 2 
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教室編端末室配置図

●豊中教育実習棟

3階

第 2端末室

Windows端末 35台
Linux端末 40台
情報コンセント 6口

第 4端末室 第 3端末室

Windows端末20台IWindows端末10台

Linux端末 10台

2階

第 1端末室

Windows端末 15台
Linux端末 35台
情報コンセント IOロ

電気室

1階

サーバ

室

管理室
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●吹田教育実習棟

サーバ室

第 2教室

Windows端末 42台

2階

オープンラボ i電気室 IWIC 

Windows端末 5台
Linux端末 5台

第 1教室

Linux端末 49台

1階

事務室



●豊中教育研究棟

倉庫 倉庫

PS IEPS 

廊 廊 ICALL第 3教室

CALL第 1教室
Windows端末 65台

下
1 Wmdows端末 100台

下

情報教育
t迂室
Linux 
端末
21台

情報

Jン抄ト

60  

情報教育第 5教室

Linux端末 71台 3
 

階

男子車椅子便所

廊．
情報教育第 1教室

Linux端末 61台
下

亭務室

受付

1 階

準備室
CALL第 2教室

Windows疇 65台

情報教育第2教室

Lin皿端末 83台

マルチメディアセミナ壱苔

Wmdows端末 29台

情報コ‘虎`ノト 4□ 

17口

4 階

下

倉庫

廊 l情報教育第4教室

Lin四端末 41台

情報教育第3教室

Linux端末 61台

2 階
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◎ A 3 1 5教室（全学共通教育 A棟 3階） R付属図書館本館 B棟 4階

I I I I 
I I I I 

(LL編集室）

WC  

A315教室

WC  Windows端末 50台

＇ 

WC  

EV 

EV 

展
示
コ
ー
ナ
ー

CMC端末室

Linux端末 79台

学
習
用
図

コ
ー
サ
’
ー
，

（付属図書館階層図）

書庫棟 c棟 B棟 A棟

6階

5階

4階

3階

2階

1階

貴重図書、 図書館ホール、

漢籍・和装本 重図書室

研究用図書
バックナンバー・

文系雑誌

研究用図書 CMC端末室 学習用図 ・大型本

新壽・文庫本、 学習用図書、マルチ

理工系雑誌
法令・判例、同和・ メディア・ネット

研究用図書
（洋）・（和）

人権図 統計・年 ワーク・コーナー、
鑑、地図、留学生 新着雑誌、マイクロ

コーナー 資料室

理工系雑誌（洋）、
・図 目録・索

メインカウンター、
研究用図書 参考・総合利用カウ 参考図書、ラウンジ

ンター
引、カード目録

（新間）、玄関

新間バックナンバー 事務室 保存資料コーナー
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電子図書館システムの利用案内

サイバーメディアセンターでは附属図書館と協力して、学術情報データベースの提供をは

じめとする電子図書館機能のサービスを行っています虚付属図書館内にはマルチメディア端

末や情報コンセントを配置し、インターネット上のディジタル情報を活用しながら研究でき

る環境を提供していますぐ．また、衛星放送受信・配信システムを導入し、衛星放送番組をリ

アルタイム配信しています．

1 . データベースサービス

附属図書館と協力し、以下のデータベースの提供サービスを行っています。学内からの利

用が可能です“

0有料データベース

利用にあたっては研究室等からの利用申請が必要です''附属図書館設置のデータベース専

用端末からは無料で利用可能です＾

・MEDLINE 

・CINAHL 

・医学中央雑誌

・Coclrrane Libra!}・ 

・SciFinder Scholar 

・CA on CD, CI on CD 10th~13th 

・Crossfire 

・Science Direct Navigator 

・PsycINFO 

・ERIC 

・Index to Legal Periodicals & Books 

・EconLit 

・MLA International Bibliography 

・Books in Print ¥¥1th Book Reviews 

・Ulrich's International Periodicals Director}' 

・Dissertation Abstracts 

・Web ofScience(SCI) 

・Journal Citation Reports. Science ed. 

0無料データベース

学内から無料で利用できまず．利用にあたって申請が必要なデータベースもありますC

・Cross Cultural 

・English Verse Drama 

・Routledge Encyclopedia of Philosophy 

・Education: the Complete Encyclopedia on CD-ROM 

・MAGAZINEPLUS 

・BOOKPLUS 

データベースサービスの詳細については、以下のページをご覧下さい．

http://wsv.libral)".osaka-u.ac.jp/others/database.htm 
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利用申請手続き、利用方法等についてのお問い合わせは、データベース検索システム窓口

(e-mail: db-inq(ci¥libral)'.osaka-u.ac. ・ Jp)までご連絡下さいぐ9

Crossfireおよび MAGAZINEPLUS,BOOKPLUSについては、第 6地区（大型計算機利用

大阪地区）に限り、学外へのサービスが可能となっています,.詳しくは電子図書館掛(e-mail:

d-lib@libraf)1.osaka-u.ac.jp)までお問しヽ合わせ下さい

2 マルチメディア端末

衛星放送や VOD(Video on Demand)コンテンツの視聴ができるほか、 Webブラウザや電子

メール（学生のみ）の利用ができるマルチメディア端末を附属図書館に設置しています，．サ

イバーメディアセンター発行の統一ーアカウントで利用可能ですC

設置場所： 附属図書館本館 3階 30台

3 情報コンセント

生命科学分館 4階 15台

吹田分館 2階 6台

利用者が持参したパソコンを学内 LANに接続して利用できる情報コンセントを附属図書

館に設置していますぐサイバーメディアセンター発行の統一アカウントで利用可能です。

設置場所： 附属図書館 本館 A棟 ・B棟 4階グループ学習室、 A棟 4階.5階研究

個室

生命科学分館 2階閲覧室北側、 4階グループ研究室・個席室

吹田分館新館 l階・ 2階閲覧室、新館 3階研究個室

情報コンセントの利用方法等については、以下のページをご覧下さい．

http ://wsv. Ii braf)'. osaka-u. ac.j p/ di/index. html#konsent 

4. 衛星放送配信

衛星から受信した放送番組を RealVideo形式で約350Kbpsの高画質映像ストリームにエン

コードし配信するシステムを導入しています瓜，附属図書館に設置されたマルチメディア端末

だけでなく、学内 LANに接続した端末からであれば、視聴することができます，，最大 60

クライアントまで同時利用可能です。

現在、配信提供している放送番組は、次の 4番組です｀

・BBCWorld 

・WorldNet 

・中央電視台

・放送大学

電子図書館システムについての情報は、以下のページで提供しています

http://wsv.libraf)'.osaka-u.ac.jp/dl/index.html 
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大阪大学サイ バ ー メ デ ィ ア セ ン タ ー教育

用計算機システム利用規程

第 1条 この規程は、大阪大学サイバーメディア

センター（以下「センター」という。）が管理・

運用する教育用計算機システム（以下「教育用

計算機システム」という。）の利用に関し、必

要な事項を定めるものとする。

第 2条 教育用計算機システムを利用すること

のできる場合は、次のとおりとする C

1 全学共通教育規程、各学部規程及び各研究

科規程で定める授業科目の授業に利用する

場合

2 前号の利用に支障のない範囲において、

教官その他の者が教育・研究のために利用

する場合でセンターの長（以下「センター

という。）が適当と認めたもの

3 その他センター長が特に必要と認めたも

のに利用する場合

第 3条 教育用計算機システムを利用しようと

するときは、前条第 1号の場合にあっては、当

該授業の担当教官が、同条第 2号の場合にあっ

ては、利用しようとする者が、所定の利用承認

申請書を所属部局長（全学共通教育科目の授業

に利用する場合にあっては、原則として、

共通教育機構長とする。）を通じてセンター長

に提出し、その承認を受けなければならない。

第4条 センター長は、前条の申請を承認したと

きは、当該利用のための利用者番号を明示して、

申請者に通知するものとする。

2 前項の利用の承認期間は、 1年以内とする。

ただし、当該会計年度を超えることはできな

し＼。

第 5条 教育用計算機システムの利用の承認を

受けた者（以下「利用者」という。）は、承認

を受けた目的及び条件以外に同システムを利

用してはならない。

第 6条 利用者は、教育用計算機システムの利用

に際しては、センター長が定める方法に従わな

ければならない。

第 7条 利用者は、利用承認申請書に記載した

事項について変更しようとするときは、速やか

に、変更の申請をしなければならない。

2 前項の手続きについては、第 3条の規定を準

用する。

第 8条 センター長は、必要に応じて、利用者

が使用できる教育用計算機システムの機器及

びその使用量等について制限することができ

る。

第 9条 センター長は、必要に応じて、利用者に

対し利用の状況及び結果についての報告を求

めることができる。

第 10条 利用者の所属部局（全学共通教育科目

の授業に利用する場合にあっては、原則として、

全学共通教育機構とする。）は、その利用に係る

経費の一部を負担しなければならない。

2 前項の額及び負担の方法は、センター教授会

の議を経て、センター長が別に定める。

3 第 1項の規定にかかわらず、センター長が特

に必要と認めたときは、経費の負担を免除する

ことがある。

第 11条 利用者が、この規程に違反した場合又

は利用者の責によりセンターの運営に重大な

支障を生じさせたときは、センター長は、その

者に係る利用の承認を取り消し、又は利用を一

定期間停止することがある。

第 12条 この規程に定めるもののほか、教育用

計算機システムの利用に関し必要な事項は、セ

ンター長が定める。

附則

1 この規程は、平成 12年4月 1日から施行す

る。

2 大阪大学情報処理教育センター利用規程（昭

和 57年 3月 17日制定）は、廃止する，

3 この規程施行前に大阪大学情報処理教育セ

ンター利用規程に基づき、平成 12年度の利用

承認を受けた利用者にあっては、この規程に基

づき利用の登録があったものとみなす。
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大阪大学サイバーメディアセンター教

育用計算機システム利用細則

l はじめに

この利用細則は、教育用計算機システムを快適

に利用するために守るべき規則を定めたもので

す。利用者は、教育用計算機システム利用規程に

加えてこれを遵守してください。利用細則に違反

した利用者に対しては、警告、印刷禁止、ログイ

ン停止などの利用制限措置をとることがありま

す。

この利用細則は、変更することがあります。変

更した場合は、掲示版に掲示するほか、電子ニュ

ース等の電子的な手段で広報します。常に最新の

利用細則を参照して下さい。

2 教育実習棟及び教育研究棟の教室の利用につ

いて

2.1 一般規則

・教育実習棟内は土足禁止です。スリッパに履

き替えてください。

・教育実習棟および教育研究棟内では、喫煙及

び飲食を禁止します。

・火災等での避難時を除き、教室のドアや非常

口の施錠／解錠をしてはなりません。

・配電盤、空調等を操作してはなりません。

2.2 授業中の利用

教育実習棟や教育研究棟の教室で演習や講義

が行なわれている場合は、受講生以外はその教室

のコンピュータを使用することはできません。講

義が始まる前に速やかに退室し、教室使用中は入

しないでください。ただし、担当教官の裁量に

より、余った席で利用者が自習使用することを許

可することがあります。

3 CALL教室の利用について

3.1 一般規則

・入室したら扉を閉め、退席時には椅子を机に

寄せてください。

・喫煙および飲食を禁止します。

・配電盤、空調等を操作してはなりません。

・濡れた傘や、開栓した飲料を持ち込まないで

くださし‘。

・液晶ディスプレイのパネル面には絶対に触れ

ないでください。ディスプレイ輝度調整の必

要があれば、教官かTAに相談してくださし＼

・ヘッドセット、マウス、キーボードのケープ

ルは無理に引っ張らないようにしてくださ

し‘。

・ソフトウェアの書き込みはお断りします。

・学生用パソコン以外の装置に触れてはいけま

せん。

3.2 授業中の利用

CALL教室で演習や授業が行なわれている場

合、受講生以外は使用できません。講義が始まる

前に退出してください。 CALL授業では指定席で

す。毎回同じ端末を利用してください。

4 分散端末室の利用について

分散端末室内では、喫煙および飲食を禁止しま

す。分散端末室の利用方法については、各部局の

分散端末管理責任者が決定します。

5 快適に利用するために

教育用計算機システムを快適に利用するため

に、以下の点を遵守してください。

5.1 コンピュータの利用

・電源操作の禁止

コンピュータ本体の電源管理は教育用計算

機システム運用管理者が制御しますので、利

用者は電源を切らないこと。ただし、省エネ

ルギーのため、ログアウトする際にはディス

プレイ装置の電源を切ってください。

・課題や宿題を行なう利用者の優先

教育実習棟の教室、 CALL教室、または分散

端末室が混んでいる時には、課題や宿題を行

う利用者を優先してください。

．席取り行為の禁止

ログアウトせずに長時間席をはなれたり、荷

物で席を占有して食事等にでかけるなどの

行為を発見した場合、教育用計算機システム

運用管理者が強制ログアウトの操作をした

り、荷物を除くなどの対応をして、待ってい

る他の利用者に席を渡します。

5.2 プリンタの利用
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・プリンタ用紙の節約

サイバーメディアセンターで用意している

プリンタ用紙の予算は有限です。不必要な印

刷はしないでください。また、画面上で読め

るものは、できるだけ印刷しないようにしま



しょう。特に、オンラインの文書・マニュア

ル・論文などを出力すると、無駄な出力を大

量に作成することになりがちです。できる限

りオンラインのまま参照してください。印刷

する前には、画面上でプレビューして内容を

確認しましょう。

うまく印刷されない場合には、再度印刷を始

める前に、用紙切れや故障が発生していない

か確認してください。不要な出力要求は、キ

ャンセルしておきましょう。

・プリンタ用紙の枚数制限

教育用計算機システムでは、プリンタ用紙の

利用枚数を利用者ごとに累計し、一定期間内

に出力できる枚数を制限しています。必要な

場合に限り、出力枚数の上限を変更すること

ができますので、別途定める手続きに従って

申請してください。

・プリンタ故障時の対応

プリンタが故障した場合、教育実習棟の教室

では、教育用計算機システム運用管理者もし

くは SA(StudentAdviser)に連絡してください。

CALL 教室では、授業中は TA(Teaclling

Assistant)に、それ以外は、 IF事務室に連絡

してくださし＼

大阪大学サイバーメディアセンター教育用

計算機システム利用者ガイドライン

lはじめに

この利用者ガイドラインは、教育用計算機シス

テムに関係する各種の規程などをわかりやすく

解説したものです。すべての利用者は、この利用

者ガイドライン（指針）をよく読んでから教育用

計算機システムを利用してください，

各種の規程とは以下のものです。まず、教育用

計算機システムの利用については、「教育用計算

機システム利用規程」と「教育用計算機システム

利用細則」があります。また、教育用計算機シス

テムは大阪大学総合情報通信システムに接続し

て運用されていますので、教育用計算機システム

のすべての利用者は、「大阪大学総合情報通信シ

ステム運用管理要項」および「大阪大学総合情報

通信システム利用者ガイドライン」を遵守しなけ

ればなりません。

この利用者ガイドラインは、変更することがあ

ります。変更した場合は、掲示版に掲示するほか、

ーュース等の電子的な手段で広報します。常

に最新の利用者ガイドラインを参照して下さい。

2教育用計算機システム

「教育用計算機システム」とは、教育実習棟の

教室、 CALL教室、または分散端末室のコンピュ

ータ、通信機器、およびそれらの上で動作するソ

フトウェア群によって構成されるシステムをい

います。このシステムは、サイバーメディアセン

ターによって管理・運営されています。このシス

テムの利用目的は、教育用計算機システム利用規

程に記載されているとおりです。

3違法行為と不正行為

コンピュータ上およびネットワーク上の行為

にも、日本国内においては日本国法が適用されま

す。コンピュータば冶外法権ではありません。教

計算機システム上で行われるすべての違法

行為を、教育用計算機システムにおける「違法行

為」と呼びます。ただ、いうまでもないことなの

で、違法行為を禁じる条項は教育用計算機システ

ムの利用者ガイドラインには含まれていません。

また、「法に触れない行為」と「していいこと」

は違います。特に教育的見地から、教育用計算機

システム上で行われる、倫理に反する行為及び著

しく利用マナーに反する行為を、「不正行為」と

呼びます。

教育用計算機システムは大学の施設ですので、

大学の施設を用いて無断で行ってはならないこ

とは、教育用計算機システムにも適用されます。

教育用計算機システムを利用して財産的利益を

得ること、例えば、プログラミングのアルバイト、

家庭教師や塾講師のアルバイトのための文書作

成は行ってはなりません。

目的外利用を含めた不正行為のうち、他人のア

カウントを使用することや他人に自分のアカウ

ントを使用させること、およびシステム運営業務

の妨害行為は特に悪質な不正として取り扱いま

す。悪質と判断した利用者に対しては、利用資格

の停止や制限を行います。また、大阪大学通則や

大阪大学大学院通則の規則にしたがった懲戒が

行われることがあります。

教育用計算機システムを利用するうえで、他人

のパスワードを知る必要は全くありません。した

がって、他の利用者や教育用計算機システム運用
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管理者のパスワードを調べる行為や知る行為は、

それを用いてコンピュータの不正利用を行なう

ための準備行為とみなされます。このような、不

正行為の準備としか考えられない行為を「不正予

備行為」と呼びます。不正予備行為は、不正行為

と同じように扱います。

4講義／演習中の不正行為

講義や演習中に教育用計算機システム利用規

程に反する行為が行われた場合、それが講義や演

にとっての不正行為かどうかとは独立に、教育

用計算機システム利用規程を適用します。教育実

習棟の教室、 CALL教室、または分散端末室にお

ける講義や演習における、カンニング、代理出席、

他人のレポートのコピーの提出などに対しては、

一般の講義室における場合と同じように扱いま

す。つまり、不正行為への対処としての出席の不

認定、単位の不認定等は、一般の講義室における

場合と同じように、各学部規程に従います。

例えば、ある学生 A が自分のログイン名とハ

スワードを友人 B に教えて、教育用計算機シス

テムを利用する講義の代理出席を行った場合を

考えてみましょう。他人のアカウントの利用をし、

またさせているので、 A、Bともに教育用計算機

システムの不正利用者として扱います。教育用計

算機システム運用管理者は「代理出席を行ったこ

と」に対する処分内容には、関知しません。担当

教官は、裁量により出席点を減点をしたり処分を

猶予したりするかもしれませんつ

5他組織への侵入

教育用計算機システムのネットワーク環境は、

「ファイアーウォール」と呼ばれるネットワーク

機器を用いることにより、他のネットワークとは

直接の通信ができないような制限を加えていま

す。これは、他組織からの不正侵入や、他組織へ

の不正侵入を防ぐための措置です。

大阪大学から他組織のネットワークヘ不正に

侵入した場合、大阪大学全体が外部のネットワー

クとの接続を切られるだけなく、場合によっては

国際問題に発展する可能性があります。このよう

なことから、本システムのファイヤウォールの管

理を厳重にしていますつ利用者のみなさんは、他

組織への侵入を試すようなことは、絶対にしない

でくださし＼

また他組織のネットワークヘの不正侵入以外

にも、大量の電子メールを送りつけるなど他組織
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のシステムの運営妨害を行なった場合は、侵入と

同様に扱います。また、パスワードの付け忘れな

ど管理上の手落ちのあるコンピュータであって

も、侵入してはならないことに変わりはありませ

ん。これは例えば、鍵をかけ忘れた家でも無断で

は入ってはならないのと同様です。

6センター資源の過剰な利用

「過剰な利用」はどこからが過剰になるかがわ

かりにくいという間題がありますが、結局は、ど

れだけ迷惑をかけるかによります。例えば、共同

利用のコンピュータ上で大きなサイズのプログ

ラムを実行したり、多くのプログラムを同時に動

作させて他の利用者の利用を圧迫することが過

剰な利用になります。例えば、電子メールを

に発信することは運用妨害につながります。どこ

からが大量とみなされるかは、電子メールのサイ

ズによります。数 Kバイトの電子メール（テキ

スト形式で数 100文字）ならば、 200人のクラス

メイト全員に送ってもたいして迷惑にはならな

いでしょう。数 Mバイト(lMバイトは 102-1-Kバ

イト）に相当のサイズの電子メールなら、数 10

通でも迷惑です3

教育実習棟の教室、 CALL 、または分散端

末室では席数が不足気味ですから、コンピュータ

を長時間占有することもやめてください。たとえ

ば計算結果が出るまでに 24時間以上かかるよう

な大規模な計算処理が必要な場合は、各講座所有

のコンピュータで実行するか、教育用

テム運用管理者へ相談してください。

7知的財産の尊重

シス

著作物およびソフトウェアの著作権を尊重す

ることに心がけて下さい。教育用計算機システム

に導入されているソフトウェア（フリーソフトウ

ェアを除く）およびドキュメントをコピーして持

ち出してはいけません。フリーソフトウェアを外

部から持ち込んで利用する場合には、利用者個人

の責任のもとに行って下さい。

著作物の無断コピーに教育用計算機システム

を使わないで下さい。著作権法では、私的使用の

場合に関する例外事項の規定があります。教育用

計算機システムは利用者の私物でも家庭内でも

ないので、教育用計算機システムの計算機の利用

は私的使用にはあたらないと考えられます。

電子ニュースの記事は一般の著作物と同じで

す；著作権を侵害しているかどうかの判断は非常



に難しいですが、例えば、電子ニュースの記事に、

出典を明記せずに著作物（歌詞などを含む）の一

部を引用することや、出典を明記しても著作物の

全部を引用することなどは著作権を侵害してい

ると考えられます。

8盗難、物品毀損行為など

当然のことなので教育用計算機システム利用

規程には明文化してありませんが、教育用計算機

システムのコンピュータやその部品あるいは未

使用のプリンタ用紙などを外へ持ち出すことは、

窃盗罪となります。

フロッピーディスク、 CD-ROM、ZIP、MOな

どの装置に異物を入れるなど、故意に故障を引き

起こす行為も犯罪行為です。なお、フロッピーデ

ィスク装置、 MO装置およびZIP装置は形状が似

ているため、媒体を入れる際に間違えやすいので

注意してください。

9運用妨害の禁止

コンピュータやプリンタの電源の操作及びリ

セット操作は行ってはなりません。例外は、発煙

したなどの緊急時、教育用計算機システム運用管

理者が操作を指示した時です。

教育用計算機システムの運用を妨害するよう

な行為（他の利用者のファイル消去、故意のネッ

トワーク妨害など）が発生した場合には、厳重な

処分を行います。経済的な被害を与えない行為で

も、教育用計算機システムの運用妨害となる行為

はしてはなりません。電源プラグやコネクタを外

すなどの物理的な行為の他、処理不能データの入

カ、ウィルスの送付など間接的な行為も違法行為

です,,

教育用計算機システムは多くの利用者が交互

に利用します。ログアウトした後も処理を続ける

バックグラウンドジョプの使用は、そのコンピュ

ータを次に使用する人の作業の妨げとなるので

禁止します。

10ファイルの扱い

教育用計算機システムの各利用者は、教育用計

算機システム内に、ある一定量のファイル領域を

割り当てを受け、その管理を委任されています。

しかし、ファイル領域はあくまでも大阪大学の資

産の一部であり、利用者の私有物となったわけで

はありません。教育用計算機システムで用いてい

る基本ソフトウェアは、利用者相互の協調作業の

利便を考えて作られています。そのため、ある利

用者のファイルを他の利用者からも読める（すな

わちコピーできる）ように、ファイルの保護モー

ドを各利用者が設定することもできます。利用者

の設定ミスによって、思いがけずファイルを他の

利用者に読まれてしまうことも考えられます。こ

のため、他の利用者に読まれたくないファイルは、

教育用計算機システム上に置かないほうが安全

です。

11本システムの運用管理について

教育用計算機システム運用管理者は、不正行為

を発見した場合に、当該のアカウントの封鎖やコ

ンピュータの利用一時停止等の緊急措置を行い

ます。不正行為に使われたアカウントが盗用され

たものであった場合、結果として盗用の被害者の

利用を停止することになりますが、盗用の事実を

確認後、利用権を復活させます。

利用者の氏名、入学年、所属学部、ログイン名

等、また本システムの利用頻度等は秘密情報とし

ては扱いません。また、匿名で本システムを利用

することはできません。

教育用計算機システムは教育用設備ですから、

利用者の財産権に関わる情報（クレジットカード

の番号、キャッシュカードの暗証番号など）や、

個人の私生活のプライバシーに関わる情報は、シ

ステム内に置かれることはないはずです。教育用

計算機システム運用管理者は、可能な範囲で利用

者のファイル領域のプライバシーを尊重します。

ただし、不正なファイルの存在等については、

定期的な自動探査を行ったり、必要に応じて手動

操作による内容の監査等を行うことがあります。

また、機器故障の対策として、利用者の個人ファ

イル領域を教育用計算機システム運用管理者が

磁気テープ等にコピーし、保管することがありま

す。さらに、特定の名前を持つファイルは一時作

業用ファイルとみなして定期的に消去します。自

動消去の対象となるファイルは、別途広報します。

教育用計算機システムのコンピュータに

化したファイルを保管することは不正行為では

ありませんが、何らかの不正行為の手段としてフ

ァイルの暗号化を行なっていると推定される場

合には、内容の開示を当該利用者に要求すること

があります。

また、ファイル領域の使用量や受信した電子メ

ールのサイズには制約があります3 この制約を越

えた利用者に関しては、ファイルや電子メールの
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消去を行なうことがあります。また、長期間読ま

れないまま放置されている電子メールは、教育用

計算機システム運用管理者が削除することがあ

ります。

12不正利用などに関する処分

コンピュータの盗難や破損は、その他一般の大

学施設の盗難や破損の場合と同じように扱いま

す。不正行為の継続を防ぐため、あるいは発生を

防止するための、アカウント停止等の緊急措置は、

それを発見した教育用計算機システム運用管理

者の判断で即座に行います。不正行為が行われた

事実が判明した後の処分の決定に際しては、委員

会を設けて審議を行ない、その結果に基づいて執

行します。

13ネットワーク・エチケット

一般にネットワークを快適に利用する際に注

意すべきことがいくつかあります。これらは、

に「ネットワーク・エチケット（略してネチケッ

ト）」と呼ばれるものです。ここではそれらのう

ち、電子メールや電子ニュースを利用する場合に

特に留意すべきことを列挙しておきます。詳しく

は、ネットワーク・エチケットの Webサイトな

どを参照してください。

．宛先アドレスの確認

電子メールを送る場合には、アドレスを

えないようにしてください，特に、メーリン

グリストに個人的な電子メールを送付して

しまわないよう しましょう。 ニュ

ースの場合は、投稿するニュースグループが

適切かどうか確認しましょう。

・添付ファイルを避ける

メールにはファイルを添付することが

できますが、不必要にこの機能を使わないよ

うしましょう。相手は自宅や旅行先など、ネ

ットワーク通信速度の遅い環境で電子メー

ルを読んでいるかもしれません。サイズの大

きな電子メールは他の利用者にとって迷惑

になります。

教育用計算機システムでは、サイズの大きな

電子メール（例えば IMバイト以上）は、送

したり受信したりできないように制限を

かけています。この制限は電子メールの配送

経路によって異なりますので、教育用計算機
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システム外に電子メールを送る時や、教育用

計算機システム外から電子メールを送って

もらう時には特に留意して下さい。

・引用は必要最低限に

メールに対して返事をするときに、全文

を引用する必要がある場合はまれなはずで

す。引用部分が必要最小限になるように心掛

けましょう。

・機種依存文字を使わない

丸の中に数字が入っているような文字や、ロ

ーマ数字などは「機種依存文字」と呼ばれま

す。これらの文字は別の機種（基本ソフトウ

ェア）で読めませんから、使用しないように

しましょう。

• 一行の文字数

一行がアルファベットで 80文字（かな漠字

で 40文字）未満になるように、適宜改行を

入れます。一行が長いと、電子メールソフト

ウェアによってはたいへん読みにくくなる

からです。

・チェーンメール

「A型の血液が緊急に必要です。この電子メ

ールをできるだけ多くの方へ転送してくだ

さい。」といったような内容の電子メールが

送られて来ることがあります。このようなメ

ールは、内容の如何に関わらず送信してはい

けません。

・フレーミング

相手の顔を見ながら話をする場合と異なり、

メール、電子ニュース、電子掲示板では

相手の顔が見えません。このため、まった＜

別の意図にとられてしまい、相手を怒らせた

り傷つけたりすることがあります。感情的な

激しいやりとりを「フレーミング」 (flaming)

と呼びます。感情的になって電子メールを書

いた時には、一晩おいて冷静になったところ

で読み直すようにしましょう。つねに思いや

りをもって電子メールや電子ニュースの交

換をしましょう。
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大阪大学総合情報通信システム利用者ガイ

ドライン

このガイドラインは、大阪大学総合情報通信シ

ステム運用管理要項に基づき、主にその第 5の内

容を具体的にわかりやすい形で説明したもので

す。

I. はじめに

大阪大学総合情報通信システム(ODINS:Osaka 

Daigaku Information Network System)で提供され

るコンピュータネットワーク及びそれに接続さ

れているすべてのコンピュータ・通信機器、及び

それらの上で動作する通信ソフトウェアは、教

育・研究を目的とした設備であり、 ODINS運用

本部によって運用管理されています。 ODINSが

提供するサービスを利用する資格を与えられた

者は、本ガイドラインを遵守して国有財産である

ODINSの円滑な運用の維持に協力しなければな

りませんウまた、教育研究を通じて、学術社会の

みならず産業社会、市民社会、さらには地域社会

に貢献できるように利用しなければなりません。

このガイドラインは、 ODINS利用者である本学

の教職員・学生及びこれらに準ずる者の全員が上

記の目的をよく理解し、 ODINSの目的を効果的

に達成できるように、利用上の注意事項をまとめ

たものです。

なお、個々の部局におけるネットワーク利用に

ついては、それぞれの部局において利用者ガイド

ラインや規定などが定められていますので、それ

らにも従ってください。

2. ODINSと学外ネットワーク

学外との通信は、 ODINSと広域通信ネットワ

ークとの相互接続によって行われています。広域

通信ネットワークは、学術目的のネットワークの

みならず商用目的のネットワークなども相互に

接続されており、それぞれのネットワークの規模

や性能も様々です。例えば、米国の大学の Web

サイト（いわゆるホームページ）を見るためには、

いくつかのネットワークを経由してデータが送

受信されます。学外のネットワークは ODINS内

部に比べて通信容量が小さいことを覚えておく

べきです。すなわち同じデータ量を送受信しても、

通信容量の小さいネットワークにかかる負担は、

ODINSにかかる負担より大きくなります。従っ

て、無用な大量のデータを送受信することは、で

きるだけ避けるべきでしょう。 ODINSを利用す

ると世界中にアクセスできますが、ネットワーク

にはそれぞれの運用規則があり、またそれを支え

る多くの人達がいることを忘れてはなりません。

3. ODINSの利用にあたって避けるべき行為

ODINSは物理的にはコンピュータ同士を接続

するものですが、接続されているコンピュータを

利用するのは人間です。社会常識に従い、相手に

対する配慮をもって利用してください。利用に当

たっては、以下の行為は避けねばなりません。

・法令又は公序良俗に反する行為

• 本学の教育・研究目的に反する行為

・ODINSの円滑な利用を妨げる行為

なお、 ODINSではその安全かつ適正な運用の

ために利用者の利用履歴がとられており、本項に

反する行為をした場合には、警告、利用制限、所

属部局への通報、利用者氏名や処分の公表などの

措置をとることがあります。

3.1法令又は公序良俗に反する行為

ODINSでの行為ば冶外法権ではありません。

日本国内においては日本国内法が適用されます。

特に関連の深い法令としては、著作権法などの知

的財産権諸法、いわゆる不正アクセス禁止法、刑

法、民法、商法などがあります。また、外国に影

響を及ぼすときは外国法の適用を受ける可能性

があることにも留意せねばなりません。例えば、

次のような行為をしてはなりません。また、自ら

行わなくても、他人にこれを行わせた場合でも、

違法とされることがあります。さらに、法令で定
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められていなくても、一般社会でしてはならない

行為があります。

(1)基本的人権の侵害

ネットワークの利用に限らず、基本的人権を

しなければなりません。

(2)差別的表現のネットワーク上での公開

人種・性別・思想信条などに対する差別的な

をネットワークで公開することは、日本

国憲法の定める基本的人権尊重の精神に反

することとなります。

(3)誹謗中傷を行うこと

ネットワークの利用に限ったことではあり

ませんが、他人を誹謗中傷することは名誉毀

損で訴えられることがあります。

(4)プライバシーの侵害

ODINS利用者の個人情報は尊重されますが、

利用者は他人の個人情報も尊重しなければ

なりません。個人情報や私信などを無断で公

開してはなりません。

(5)利用資格のないコンピュータや通信機器へ

の侵入

ODINSの内外を問わず、ネットワーク上の

利用資格のないコンピュータや通信機器を

使用してはなりません。 ODINSから他組織

のネットワークヘ不正に侵入した場合、大阪

大学全体が外部のネットワークとの接続を

切られるだけでなく、場合によっては国際問

題に発展する可能性があります。また、他組

織への不正な侵入を試すようなことも絶対

にしてはなりません。また、侵入しなくとも、

ネットワーク上を流れるデータを読み取る

ような盗聴行為も絶対にしてはなりません。

(6)知的財産権の侵害

知的財産権は、人間の知的創作活動について

創作者の権利に保護を与えるものです。絵

画・小説・ソフトウェアなどの著作物、デザ

インの意匠などを尊重することに心がけて

下さい。著作物の無断複製や無断改変はして

はなりません。

例えば、本・雑誌 ・Webページなどに提供さ

れている文章・図・写真・映像・音楽などを、

無許可で複製あるいは改変して、自分の Web

ページで公開したり、ネットニュースに投稿

したりしてはいけません。著作権の侵害だけ

ではなく、会社のロゴや商品を示す商標につ

いては商法・商標法などの侵害に、芸能人の

など肖像については肖像権の侵害にな

ることがあります。また、大学が使用許諾契

約を結んでいるソフトウェアやデータをコ

ピーしてはなりません。

(7)わいせつなデータの公開

ODINSを用いてわいせつな画像・音声など

を公開してはなりません。また、それらへの

リンクを提供してはなりません。

(8)利用権限の不正使用

利用者は、有償無償を問わず、自分の利用権

限（アカウント）を他人に使わせてはなりま

せん。利用者は、パスワードを厳格に管理す

る責任があります。本人のログイン名で他人

に計算機やネットワークを使用させること

も、ファイル格納領域などのネットワーク資

源を他人に使わせることもこれに含まれま

す。また、他人のログイン名でログインする

こと、及び、他人のログイン名を輻って、

メール・ネットニュース・電子掲示板を使

用してはなりません。

(9)ストーカ行為及び嫌がらせ行為をすること

ネットワークを通じて、相手が嫌がるような

内容のメールを一方的に送るなどの行為や

大量のデータを送りつけるなどの行為はし

てはなりません。

3.2教育・研究目的に反する行為

ODINSは教育・研究の円滑な遂行に資するた

めに運用されています。教育、研究及びその支援

という設置目的から逸脱する以下のような行為

は、利用制限などの処分の対象になることがあり

ます。

(I)政治・宗教活動

本ネットワークは国有財産ですから、特定の

政治・宗教団体に利便を供するような活動に

用いてはいけませんつ

(2)営利を目的とした活動の禁止

広告・宣伝・販売などの営利活動のために

Webページや電子メールを用いてはなりま

せん。塾のプリントを作成したりすることも

これに含まれます。

(3) 目的外のデータの保持

個人のファイル領域や Webページ領域に、

教育・研究の目的に合致しないものを置いて

はなりません。

3.3 ODINSの円滑な運用を妨げる行為

ODINSの運用を妨害する行為は禁止します。
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物的な加害は言うまでもなく、例えば、 ODINS

ネットワークに悪影響を与えたり、他の利用者に

迷惑をかけたりするような過剰な利用は避けね

ばなりません。また、以下の行為は禁止されてい

ます。

(1) ODINS通信機器の配線及び周辺機器の接続構

成を変更すること。また、そのようなことを

試みること。

(2)ネットワークのソフトウェアの構成を変更

すること。また、そのようなことを試みるこ

と。

(3)ネットワークの正常な機能を損なうような

ソフトウェアを導入したり、利用したりする

こと。また、そのようなことを試みること。

(4)不必要に大量のファイルを一度に送受信す

るなど、ネットワークの正常な機能を損なう

ような通信をすること。

4. ネットワークを快適に利用するために

法令や公序良俗に反せず、教育・研究目的に合

致した利用であっても、注意すべきことがいくつ

かあります。ここでは簡単に触れておきます。

(1)品位をもって利用する

大阪大学の構成員としての品位を保って利

用すべきことは言うまでもありません。品位

に欠けるメッセージの発信は謹んで下さい。

(2)他人を思いやって利用する

タを送受信したりすると、ODINS

ネットワークを利用している他の人に迷惑

をかけることになりますから、十分注意して

ください。メールソフトで、メールの到着状

態を調べる時間間隔を極端に短くするなど

も、そのシステムを共有している利用者への

迷惑になりますし、運用妨害になることもあ

ります。また、サイバーメディアセンターの

教育用計算機システムのように共同で利用

するコンピュータ設備は、ネットサーフィン

で占有したりせずに、他人に対する思いやり

をもって利用してください。

(3)パスワードを適正に管理する

パスワードはあなたが正規の利用者である

ことを確認するために大切なものです。自分

のパスワードを友人に教えたり、友人のパス

ワードを使ってコンピュータを用いたりし

てはなりません。パスワードを教えた人、教

えてもらって利用した人の双方が責任を

うことになります。パスワードの文字列にエ

夫する、手帳や携帯電話機などにメモしない、

パスワードを定期的に変更することです。他

人がパスワードを入力するときには、その人

の手元を見ないという配慮もよく行われて

います。アカウントを盗用されても、直接的

な経済的不利益は被らないかもしれません。

しかし、例えば、パスワードを知られたため

に、自分のアカウントから他人を侮辱する内

容の電子メールが発信された場合、あなたが

侮辱行為者として扱われます。また、あなた

のアカウントを利用して他の計算機への侵

入行為が行なわれた場合（これを踏台アタッ

クと呼びます）、アカウントを盗用された被

害者が、まず最初に犯人として疑われるので

す。

(4)プライバシーを守る

共用のサーバコンピュータに置かれたファ

イルには、他の利用者から読まれないように

アクセス権限を設定できることが多いので、

適切に設定しましょう。誰からも読める、ま

たは誰からも書き込めるという状態は非常

に危険です。また、他人のファイルが読める

ようになっていたとしても、無断でその内容

を見ることはやめましょう o Webページ・ニ

ュース・掲示板などに、個人のプライバシー

情報を提供することも危険につながります。

(5) ODINSのセキュリティ保持に協力する

上記(1)~(4)の他に、 ODINSのセキュリティ

を保持するために、利用者自身が注意すべき

ことがあります。例えば、コンピュータウィ

ルスを持ち込まない、不信な発信元からのメ

ールを開かない、自分の管理しているコンピ

ュータにウィルス対策ソフト（ワクチンソフ

ト）を導入しウィルス検知パターンを常に最

新状態に保つ、 ODINSの故障や異常を見つ

けたら速やかに管理者に通報する、などがこ

れに該当します。

(6)ネチケットを守る

一般にネットワークを快適に利用する際に

注意すべきことがいくつかあります。これら

は、主にネットワーク・エチケット（略して

ネチケット）を呼ばれるものです。詳しくは、

ネチケットの Webサイト（例えば、

http://w-.vw.cgh.ed.jp/netiquette/)などを参照

してください。
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5. あとがき

このガイドラインの作成に当たっては、次の資

料を参考にしました。

• 「ODINS利用に関するエチケット」（情報処理

教育センター齊藤明紀）大阪大学総合情報通

信システムニュース No.l

・「ネットワーク市民の手引き 広島大学コンピ

ュータ及びコンピュータ・ネットワーク利用ガ

イドライン」（広島大学情報通信・メディア委

員会編）

・「コンピュータネットワーク安全・倫理に関す

るガイドライン」（東北大学）

以上
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